
町内8カ所で住民主体のサロンを開催。交流や会話を楽しむだけではなく、体操や講座等内
容に関する相談に応じながら開催の支援をしている。立ち上げ当初からの参加者が高齢化し
ており、開催回数を増やしていくことが難しい現状。新規参加者が増えない、新規地区の立
ち上げが進まない等の課題がある。

(2) 介護予防の推進

・住民主体のサービスの活動が進む中、利用者の増加に対応していくことや継続のためには
担い手の確保が課題となっている。
・介護予防事業は、ポイント制度の活用、広報等を使用した周知、訪問等での勧誘を実施し
ているが、新規参加者が増えない事業があり、事業の在り方や繋ぎ方等に再考が必要であ
る。

(2) 介護予防の推進

(2) 介護予防の推進

(1) 「通いの場」の推進

「お茶のみサロン」等高齢者が地域で参加できる活動の充実を図り、既団体の活動の継続支
援、新たな活動の立ち上げのための後方支援を行う。

・住民の主体的な活動に移行予定の事業については、参加者と相談をしながら自主活動に向
けた準備を進める。また、関係者と現況や課題などの共通認識を持ち、利用者の拡大に向け
て検討する。
・参加者の健康状態を把握し介護予防としての効果を評価。各事業の見直し改善に活かす。

通いの場に参加する者や交流会での意見交換から、各地域での開催状況や参加者の様子を把
握する。開催回数や参加者数を昨年度と比較し、増減の理由を分析する。

・住民主体のサービス活動が推進されるよう、活動中の団体の後方支援を行う。
・認知症の予防、心身機能の低下予防等に資する介護予防事業は、ポイント制度を活用しな
がら推進していく。また、国から提供された各データを分析し、教室等の参加が健康の維
持・向上につながっているか検証を行い、自立支援及び重度化防止に向けた取組を進めてい
く。

(2) 介護予防の推進

l  評価の方法

参加者の基本チェックリストから健康状態を把握する。各事業の参加者の状態を確認し、事
業の取組を評価。各事業の見直し・改善を図る。

４　目標（事業内容、指標等）

取組と目標に対する自己評価シート（フェイスシート）

保険者名

５　目標の評価方法

l  評価の方法

(1) 「通いの場」の推進

お茶のみサロン事業（町内8カ所）の活動継続のために各サロン代表との意見交換会の実施
や内容等の相談に応じ、後方支援をしながら事業を実施していく。

(1) 「通いの場」の推進

１　タイトル 　高齢者の自立支援、介護予防・重度化防止の推進
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２　現状と課題

(1) 「通いの場」の推進

３　第９期における具体的な取組



【 】

【 】

【 】

【 】

・行政主体では、人員不足や要件があり事業が推進していかない。柔軟性のある住民主体
の運営の活動になるよう参加者と相談しながら検討していく。
・一般介護予防事業については、参加者の健康状態の把握、評価ができていない事業が
残っているため、基本チェックリストから参加者の状況を把握し、分析を行い事業の評価
を行う。

(2) 介護予防の推進

(1) 「通いの場」の推進

○理由・求める支援等

研修会等を通して、課題解決や推進に向けた支援を引き続きお願いしたい。

(2) 介護予防の推進

○理由・求める支援等

研修会等を通して、課題解決や推進に向けた支援を引き続きお願いしたい。

５　課題と対応策

(1)「通いの場」の推進

参加者の高齢化、代表者への負担により、定期的な開催が難しくなる場が出てくることが
懸念される。各サロン等の実施状況の把握を随時行い、活動内容の相談・支援を行い、サ
ロン交流会等を実施することで、活動継続に向けた支援を行っていく。

○評価 Ｂ

○評価 Ｂ

２　実施内容

取組と目標に対する自己評価シート

保険者名

１　年度 令和６年度

(実績評価）
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３　自己評価結果

(1) 「通いの場」の推進

各サロン代表との意見交換会やサロン開催時に、参加者からの声を聴き実態把握を行っ
た。その後、次年度に向けた計画や運営に関する相談に対応した。新規に１カ所のサロン
立ち上げや運営について支援を行った。

(2) 介護予防の推進

・住民主体のサービス活動を行う団体の運営会議等に参加。利用者の情報共有、周知等後
方支援を行った。
・介護予防事業は、ポイント制度を活用し実施した。住民主体の事業に移行するように参
加者との意見交換を行い、次年度の運営について検討した。教室参加者から基本チェック
リストを取り、参加者の健康状態等状況を把握、各事業の評価を行った。

(1) 「通いの場」の推進

○理由（根拠となる指標、アンケート結果等）

○評価 Ｂ

昨年度と比較すると新規地区が立ち上がり、前年度と比較し全体の参加人数が約10％増加
した。
新規参加者が増えない課題が残る。

４　県の支援に対する評価、求める支援

(2) 介護予防の推進

○理由（根拠となる指標、アンケート結果等）

住民主体の事業に移行するために参加者と意見交換をしながら準備が進められた。参加者
の健康状態の把握、評価ができていない事業が残っている。

○評価 Ｂ


